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１ アンケート調査の概要 

① 調査目的 

平成27(2015)年９月に策定した「文化 花 咲かそう推進プラン-岸和田市文化振興計画

-」が終期を迎えるにあたり、岸和田市民の文化活動の現状や意識を把握し、次期計画の策

定に活かしていくために実施しました。 

 

② 実施方法 

岸和田市に住民登録のある16歳以上の男女の中から無作為で1,580人を抽出し、調査票を

配布、郵送にて回収。 

令和４(2022)年８月１日～８月31日を調査期間とし、10月14日回収分をもって締め切り。 

 

③ 回収状況 

調査対象 配布数 回答数 回答率 

16歳以上の岸和田市民 1,580 467 29.6％ 

 

岸和田市民における芸術分野の取組みに関する 

アンケート調査 集計結果 
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２ 集計結果 

問１ あなたについてあてはまるものを選んで番号に○をつけてください。 

《性別》 

60.239.2

0.4

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=467)

男性 女性 その他 無回答
 

○回答者の性別は「女性」が60.2％、「男性」が39.2％、「その他」が0.4％となっています。 

 

《年齢》 

3.6 9.2 9.6 21.4 25.9 24.2 5.6 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=467)

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答
 

○回答者の年齢は「50歳代」が25.9％と最も多く、次いで「60歳代」が24.2％、「40歳代」

が21.4％となっています。 

 

《職業》 

38.8 24.0 7.7 16.7 4.7 5.1

1.5 1.1
0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=467)

会社員、公務員などの常勤 パート、アルバイト、派遣職員、契約職員、嘱託員など

会社、団体などの役員 自営業、自由業

家事専従 学生

無職（家事専従を除く） その他

無回答
 

○回答者の職業は「会社員、公務員などの常勤」が38.8％と最も多く、次いで「パート、ア

ルバイト、派遣職員、契約職員、嘱託員など」が24.0％、「家事専従」が16.7％などとな

っています。 
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《居住地（中学校区）》 

12.0 7.9 9.9 10.1 5.6 8.8 6.4 12.4 14.3 10.7
1.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=467)

岸城中学校区 野村中学校区 光陽中学校区 土生中学校区

葛城中学校区 山滝中学校区 春木中学校区 北中学校区

久米田中学校区 桜台中学校区 山直中学校区 無回答
 

○回答者の居住地は若干のばらつきはありますが、概ね各校区１割前後となっています。 

 

《居住年数》 

6.69.6 83.5

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=467)

５年未満 ５年以上10年未満 10年以上 無回答
 

○回答者の居住年数は「10年以上」が83.5％を占めています。 

 

 

問２ 岸和田市は文化的なまちだと思いますか。（〇はひとつだけ） 

16.9

18.2

43.3

42.8

16.9

17.3

6.0

6.3

6.6

5.3 6.9

1.7

3.1

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=467)

前回調査(n=318)

文化的である ある程度文化的である あまり文化的でない

文化的でない どちらとも言えない わからない

無回答
 

○岸和田市について「文化的である」「ある程度文化的である」と答えた人を合計すると、

60.2％の人が文化的なまちだと回答しています。 

○前回調査と比較すると、61.0％の人が文化的なまちだと回答していたものから0.8ポイン

ト減少しています。 

◎年齢別でみると、10～30歳代で「ある程度文化的である」が55.2％と多くなっています。

一方、60歳以上では「あまり文化的でない」が27.3％と多くなる結果となっています。 
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問２-1 文化的であると思う理由はどうしてですか。（〇は３つまで） 

86.5

9.3

7.5

4.6

1.1

0.7

0.7

0.0

83.0

49.5

36.1

19.1

14.4

9.8

13.4

13.4

5.7

1.5

2.6

1.5

10.0

7.8

37.4

37.4

6.8

0 20 40 60 80

伝統的な祭り、行事への市民参加が盛ん

まちなみや景観など文化的な雰囲気がある

文化財等の歴史遺産や古い町並みが保存されている

市民の文化・芸術活動が盛ん

文化団体の自主的な活動が盛ん

伝統芸能が保存されている

文化・芸術活動を行う施設が充実している

良質な文化・芸術のイベントが多数開催されている

文化・芸術活動に対する行政による支援・協力が得られる

文化・芸術活動に対する企業の支援・協力が得られる

文化・芸術に関する情報が得やすい

その他

無回答

(%)

全　体(n=281)

前回調査(n=194)

 

○文化的であると思う理由について、「伝統的な祭り、行事への市民参加が盛ん」という人

が86.5％と最も多く、次いで「まちなみや景観など文化的な雰囲気がある」「文化財等の

歴史遺産や古い町並みが保存されている」が37.4％などと続いています。 

○前回調査と比較すると、「伝統的な祭り、行事への市民参加が盛ん」と「文化財等の歴史

遺産や古い町並みが保存されている」以外の項目において大きく減少する結果となってい

ます。 

◎年齢別でみると、60歳以上で「文化団体の自主的な活動が盛ん」が20.8％と多くなってい

ます。 
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問２-2 文化的ではないと思う理由はどうしてですか。（〇は３つまで） 

51.4

20.6

11.2

6.5

4.7

0.9

11.2

0.0

52.0

30.7

38.7

48.0

17.3

14.7

13.3

8.0

6.7

12.0

4.0

13.3

32.7

19.6

35.5

36.4

11.2

0 20 40 60 80

良質な文化・芸術のイベントの開催が少ない

文化・芸術に関する情報が得られにくい

市民の文化・芸術活動が活発でない

まちなみや景観など文化的な雰囲気を感じさせない

文化・芸術活動を行う施設が充実していない

文化・芸術活動に対する行政による支援・協力が得られな
い

文化団体の自主的な活動が活発でない

文化・芸術活動に対する企業の支援・協力が得られない

伝統芸能の保存・周知が十分でない

文化財等の歴史遺産や古い町並みが少ない

伝統的な祭り、行事への市民参加が盛んでない

その他

無回答

(%)

全　体(n=107)

前回調査(n=75)

 

○文化的ではないと思う理由について、「良質な文化・芸術のイベントの開催が少ない」と

いう人が51.4％と最も多く、次いで「文化・芸術に関する情報が得られにくい」が36.4％

などと続いています。 

○前回調査と比較すると、「まちなみや景観など文化的な雰囲気を感じさせない」が大きく

減少する一方で、「文化・芸術に関する情報が得られにくい」や「文化・芸術活動に対す

る行政による支援・協力が得られない」などの項目において増加する結果となっています。 
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問３ 平成27(2015)年度に策定された「文化 花 咲かそう推進プラン-岸和田市文化振興計画

-」をご存じですか。（〇はひとつだけ） 

90.85.1 4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=467)

はい いいえ 無回答
 

○「いいえ」と答えた人が90.8％を占めています。 

 

 

問４ 日常生活の中で文化・芸術の鑑賞をしたり、ご自身で創造する活動を行うなど文化に触れ

ることは、大切なことだと思いますか。（〇はひとつだけ） 

44.8

45.9

43.7

39.9 6.6 4.4

1.6

1.9

0.9

0.4

3.4

0.6

3.9
1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=467)

前回調査(n=318)

大切である ある程度大切である あまり大切でない 大切でない
どちらともいえない わからない 無回答

 

○文化に触れることについて「大切である」「ある程度大切である」と答えた人を合計する

と、88.5％の人が大切であると回答しています。 

○前回調査と比較すると、合計で大切だと回答した人は85.8％であり、2.7ポイント増加し

ています。 
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問５ 過去１年間に、公演や映画、美術作品などの文化・芸術を直接鑑賞されたものがあります

か。（〇はいくつでも。ただし自宅での鑑賞は含みません。） 

40.5

14.3

8.1

7.7

7.5

6.2

6.2

5.6

5.6

4.5

3.9

3.4

3.2

2.4

1.7

1.3

1.1

25.1

3.0

19.1

10.7

22.1

22.1

7.7

0 20 40

映画

美術

文化財

その他の音楽

演劇・ミュージカル

地域の伝統芸能

生活文化

工芸

洋舞

メディア芸術

クラシック音楽

写真

吹奏楽

邦楽

演芸

合唱

伝統芸能

文化・芸術に関する講演会や講座

文芸

人形劇

邦舞

その他

鑑賞したものはない

無回答

(%)

全　体(n=467)

 

○過去１年間に直接鑑賞したものについて、「映画」が40.5％と最も多く、次いで「美術」「文

化財」が22.1％、「その他音楽」19.1％などと続いています。 

◎性別にみると、男性では「演劇・ミュージカル」が3.8％と少なくなっています。 

◎年齢別にみると、10～30歳代では「映画」が60.0％と多くなる一方、60歳以上では28.1％

と少なくなっています。 
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問６ 過去１年間、文化・芸術の鑑賞を主にどこで行いましたか。（〇はいくつでも） 

71.7

0.9

14.0

28.3

44.0

0 20 40 60 80

岸和田市内

泉州地域以外の大阪府内の市町村

その他の都道府県

岸和田以外の泉州地域

無回答

(%)

全　体(n=336)

 

○「岸和田市内」と答えた人が71.7％と最も多く、次いで「泉州地域以外の大阪府内の市町

村」が44.0％となっています。 

 

 

問６-１ 過去１年間、岸和田市内の施設で文化・芸術を鑑賞されたことのある施設はどこです

か。（〇はいくつでも） 

58.1

9.1

6.6

5.4

3.7

3.3

2.1

1.2

0.8

3.3

0.4

10.8

6.6

25.7

29.9

5.4

0 20 40 60 80

映画館

浪切ホール

文化会館（マドカホール）

自泉会館

図書館

地区公民館・青少年会館

ショッピングセンター

保育園・幼稚園・小中学校・高等学校

その他の公共施設

市民センター

宗教施設

福祉総合センター

杉江能楽堂

むくの木ホール

その他の民間施設

無回答

(%)

全　体(n=241)

 

○文化・芸術を鑑賞した施設について、「映画館」が58.1％と最も多く、次いで「浪切ホー

ル」が29.9％、「文化会館（マドカホール）」が25.7％などと続いています。 

◎年齢別にみると、10～30歳代では「映画館」が75.9％と多くなっています。60歳以上では

「浪切ホール」が42.3％と多くなっています。 
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問７ 文化・芸術の鑑賞において、鑑賞の支障となるものは何だと思いますか。（〇は３つまで） 

42.8

20.1

14.1

6.6

6.4

6.2

1.5

4.5

3.2

32.7

30.8

36.2

31.8

16.4

18.2

9.4

13.5

8.2

8.8

2.8

6.9

25.9

15.4

26.1

26.8

10.7

0 20 40

コロナ等感染症対策のため、外出を控えている

魅力ある公演や展覧会などが少ない

公演や展覧会に関する情報が十分でない

時間的余裕がない

入場料や交通費などの負担が大きい

近くで公演や展覧会がない

鑑賞できる時間帯に催し物がない

テレビ、インターネットなどで鑑賞でき、必要を感じない

交通の便が悪く行きにくい

子どもを預ける環境や、障害者や高齢者が利用しやすい設
備が整っていない

チケットが入手しにくい

その他

興味がない

無回答

(%)

全　体(n=467)

前回調査(n=318)

 

○鑑賞の支障となるものについて、「コロナ等感染症対策のため、外出を控えている」が

42.8％と最も多く、次いで「魅力ある公演や展覧会などが少ない」が26.8％、「公演や展

覧会に関する情報が十分でない」26.1％、「時間的余裕がない」が25.9％などと続いてい

ます。 

○前回調査と比較すると、今回追加された項目「コロナ等感染症対策のため、外出を控えて

いる」を除くと、「テレビ、インターネットなどで鑑賞でき、必要を感じない」が増加し

ており、それ以外の項目では大きく減少する結果となっています。 

◎年齢別にみると、10～30歳代では「時間的余裕がない」が32.4％と多くなっています。60

歳以上では「コロナ等感染症対策のため、外出を控えている」が50.4％と多くなっていま

す。 
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問８ 過去１年間に、演奏や演じる、創作するという文化・芸術の創造活動を行ったものはあり

ますか。（〇はいくつでも） 

7.3

3.4

2.1

1.7

1.7

1.5

1.5

1.3

1.3

1.1

0.9

0.6

0.2

0.2

0.2

0.0

0.4

70.9

4.5

1.9

4.7

4.5

2.6

3.9

0 20 40 60 80

生活文化

その他の音楽

美術

工芸

洋舞

クラシック音楽

写真

メディア芸術

合唱

文化・芸術関係のボランティアや企画運営など

文芸

地域の伝統芸能

吹奏楽

映画

演劇・ミュージカル

文化・芸術に関する講演会や講座

邦楽

邦舞

人形劇

演芸

伝統芸能

その他

行っていない

無回答

(%)

全　体(n=467)

 

○過去１年間に行った創造活動について、「行っていない」の70.9％を除くと、「生活文化」

が7.3％、「その他音楽」が4.7％、「美術」が4.5％などとなっています。 

◎性別にみると、男性では「行っていない」が81.4％と多くなっています。 
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問９ 過去１年間、文化・芸術の創造活動（発表を除く。）を主にどこで行いましたか。（〇はい

くつでも） 

73.9

6.1

12.2

13.9

20.0

0 20 40 60 80

岸和田市内

泉州地域以外の大阪府内の市町村

岸和田以外の泉州地域

その他の都道府県

無回答

(%)

全　体(n=115)

 

○「岸和田市内」と答えた人が73.9％と最も多く、次いで「泉州地域以外の大阪府内の市町

村」が20.0％となっています。 

◎年齢別にみると、60歳以上では「岸和田市内」が84.4％と多くなっています。 
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問９-1 岸和田市内で文化・芸術の創造活動（発表を除く。）を行っている施設はどこですか。

（〇はいくつでも） 

27.1

15.3

8.2

4.7

4.7

4.7

2.4

2.4

2.4

0.0

10.6

1.2

5.9

21.2

20.0

14.1

17.6

0 20 40

自宅

浪切ホール

文化会館（マドカホール）

地区公民館・青少年会館

市民センター

福祉総合センター

自泉会館

保育園・幼稚園・小中学校・高等学校

その他の公共施設

映画館

宗教施設

むくの木ホール

図書館

杉江能楽堂

ショッピングセンター

その他の民間施設

無回答

(%)

全　体(n=85)

 

○創造活動を行っている施設について、「自宅」が27.1％と最も多く、次いで「浪切ホール」

が21.1％、「文化会館（マドカホール）」が20.0％などとなっています。 

◎年齢別にみると、10～30歳代では「自宅」が73.3％と多くなっています。60歳以上では「福

祉総合センター」「地区公民館・青少年会館」が31.6％、「市民センター」が28.9％と多く

なっています。 
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問10 どの程度の頻度で、文化・芸術の創造活動（発表を除く。）を行っていますか。（〇はひ

とつだけ） 

16.5 32.2 12.2 8.7 22.6 2.6 5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=115)

週に１回以上 月に２～３回程度 月に１回程度
２～３か月に１回程度 半年～１年に１回程度 その他
無回答

 

○創造活動の頻度について、「月に２～３回程度」が32.2％と最も多く、次いで「半年～１

年に１回程度」が22.6％となっています。 

 

 

問11 ご自身の文化・芸術の創造活動の発表をどのように行っていますか。（〇はいくつでも） 

13.9

3.5

13.0

2.6

49.6

12.2

9.6

2.6

5.2

0 20 40

岸和田市内の施設で、発表会や展覧会を開催（参加を含
む。）している

公民館まつりで発表している

岸和田市外の施設で、発表会や展覧会を開催（参加を含
む。）している

岸和田市市展や文化祭に出品・発表をしている

コンクールや公募展などに出場・出品している

岸和田市主催のマドカ合唱祭、フレンドシップコンサート等で
発表している

その他

発表していない

無回答

(%)

全　体(n=115)

 

○創造活動の発表について、「発表していない」「その他」を除くと、「岸和田市内の施設で、

発表会や展覧会を開催（参加を含む。）している」が13.9％と最も多く、次いで「公民館

まつりで発表している」が12.2％などとなっています。 

◎性別に見ると、男性では「発表していない」が65.4％と多くなっています。 

◎年齢別にみると、10～30歳代では「その他」が23.1％、40・50歳代では「発表していない」

が65.1％、60歳以上では「公民館まつりで発表している」が26.7％と多くなっています。 
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問12 文化・芸術の創造活動や発表を行う上で、不便や不満を感じることがありますか。（〇は

いくつでも） 

19.1

12.2

9.6

8.7

1.7

31.3

6.1

9.6

17.4

15.7

10.4

14.8

0 20 40

時間がなかなか取れない

会費、受講料、交通費などの負担が大きい

一緒に活動する仲間が少ない

創造活動にかかる材料や道具、発表に要する費用負担が
大きい

コロナ等感染症の対策が十分にとれない

発表の機会が少ない

練習や稽古をする場所が少ない

創造活動に関する情報が入手できない

指導してくれる人がいない

その他

特に不便や不満を感じない

無回答

(%)

全　体(n=115)

 

○創造活動や発表を行う上で不便なことについて、「特に不便や不満を感じない」を除くと、

「時間がなかなか取れない」が19.1％と最も多く、次いで「会費、受講料、交通費などの

負担が大きい」が17.4％、「一緒に活動する仲間が少ない」が15.7％などとなっています。 

◎性別にみると、男性では「一緒に活動する仲間が少ない」が34.6％と多くなっています。 

◎年齢別にみると、10～30歳代では「特に不便や不満を感じない」が46.2％、「時間がなか

なか取れない」が30.8％と多くなっています。 
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問13 文化・芸術の創造活動を行っていない理由は何ですか。（〇は３つまで） 

40.5

14.5

9.4

7.3

3.9

3.9

2.1

2.1

2.7

8.8

37.2

22.7

10.3

20.5

0 20 40

時間的余裕がない

コロナ等感染症対策のため、外出を控えている

参加したい活動がない

興味がない

活動団体や練習場所に関する情報が十分でない

会費、受講料、交通費などの負担が大きい

同じ活動をする仲間がいない

身近に活動できる場所・施設がない

活動できる時間帯に施設などが利用できない

創造活動にかかる材料や道具、発表に要する費用負担が
大きい

子どもを預ける環境や、障害者や高齢者が利用しやすい設
備が整っていない

活動場所へ行く交通手段がない

その他

無回答

(%)

全　体(n=331)

 

○創造活動を行っていない理由について、「時間的余裕がない」が40.5％と最も多く、次い

で「コロナ等感染症対策のため、外出を控えている」が37.2％、「参加したい活動がない」

が22.7％などとなっています。 

◎年齢別にみると、10～30歳代では「興味がない」が33.8％と多くなっています。60歳以上

では「コロナ等感染症対策のため、外出を控えている」が47.6％と多くなっています。 

 

 

問14 岸和田市には公共の文化施設が３館（マドカホール・浪切ホール・自泉会館）あること

をご存じですか。 

17.180.9 1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=467)

知っている 知らない 無回答
 

○「知っている」と答えた人が80.9％を占めています。 
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問15 この３館を統合した方がよいと思いますか。（〇はひとつだけ） 

9.951.4 37.7 1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=467)

統合しない方がよいと思う 統合した方がよいと思う わからない 無回答
 

○文化施設３館について、「統合しない方がよいと思う」が51.4％と最も多く、次いで「わ

からない」が37.7％、「統合した方がよいと思う」が9.9％となっています。 

 

 

問15-1 統合しない方がよいと思う理由はどうしてですか。（〇は３つまで） 

55.4

10.0

0.0

51.7

43.3

9.2

35.4

0 20 40 60 80

文化・芸術活動を行う施設が不足する

文化・芸術活動を鑑賞する施設が不足する

文化団体の活動場所が少なくなる

文化・芸術活動への市民が参加する機会が減る

文化的なまちではなくなる

その他

無回答

(%)

全　体(n=240)

 

○統合しない方がよいと思う理由について、「文化・芸術活動を行う施設が不足する」が

55.4％と最も多く、次いで「文化・芸術活動を鑑賞する施設が不足する」が51.7％、「文

化団体の活動場所が少なくなる」が43.3％などとなっています。 

◎年齢別にみると、10～30歳代では「文化団体の活動場所が少なくなる」が59.2％と多くな

っています。 
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問15-2 統合した方がよいと思う理由はどうしてですか。（〇は３つまで） 

91.3

2.2

2.2

10.9

8.7

21.7

4.3

0 20 40 60 80

財政的負担を減らすため

文化・芸術活動を行う施設が過剰である

文化・芸術活動を鑑賞する施設が過剰である

文化団体の活動場所が過剰である

文化・芸術活動への市民が参加する機会が過剰である

その他

無回答

(%)

全　体(n=46)

 

○統合した方がよいと思う理由について、「財政的負担を減らすため」が91.3％と最も多く

なっています。 
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問16 「誰もが心豊かに暮らせる文化のまち岸和田」と聞いてどのようなイメージを感じます

か。（〇は３つまで） 

39.8

21.8

16.3

10.7

10.5

6.2

3.2

4.9

42.5

32.4

19.2

26.4

33.6

19.8

15.7

15.7

17.3

21.1

6.6

2.2

22.3

18.2

23.1

35.5

14.6

0 20 40

子どもたちが文化・芸術に触れ、創造性や感性が育まれて
いること

歴史や伝統に根ざした文化・芸術が受け継がれ発展してい
ること

福祉・教育・まちづくりなど、さまざまな政策に文化・芸術が
活かされていること

文化・芸術をきっかけとして、人々のつながりが生まれている
こと

絵画や演劇、音楽など文化・芸術を鑑賞する機会が多いこ
と

市外からも多くの人々が文化・芸術を楽しむために訪れてい
ること

市民それぞれが活発に文化・芸術の創造活動や発表を
行っていること

文化・芸術の活動を行う施設が充実していること

若い芸術家が生まれ、育っていくこと

高齢者や障害者などが、さまざまな文化・芸術に触れる機
会が充実していること

多くの芸術家が住み、活動の拠点としていること

その他

無回答

(%)

全　体(n=467)

前回調査(n=318)

 

○イメージするものについて、「子どもたちが文化・芸術に触れ、創造性や感性が育まれて

いること」が39.8％と最も多く、次いで「歴史や伝統に根ざした文化・芸術が受け継がれ

発展していること」が35.5％、「福祉・教育・まちづくりなど、さまざまな政策に文化・

芸術が活かされていること」が23.1％、「文化・芸術をきっかけとして、人々のつながり

が生まれていること」が22.3％などと続いています。 

○前回調査と比較すると、「絵画や演劇、音楽など文化・芸術を鑑賞する機会が多いこと」

や「高齢者や障害者などが、さまざまな文化・芸術に触れる機会が充実していること」な

どで大きく減少しており、「歴史や伝統に根ざした文化・芸術が受け継がれ発展している

こと」や「福祉・教育・まちづくりなど、さまざまな政策に文化・芸術が活かされている

こと」などで増加する結果となっています。 
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問17 文化・芸術の振興のために、何が重要なことだと思いますか。（〇は３つまで） 

57.6

13.7

9.6

3.6

3.0

35.1

10.1

35.8

55.2

9.2

0 20 40 60

多くの市民が文化・芸術活動に親しみ・参加すること

子どもたちが文化・芸術活動に親しみ・参加すること

文化・芸術活動ができる公共施設が充実していること

文化・芸術に関する情報が容易に入手できること

専門的な指導者が文化・芸術の指導を行うこと

文化・芸術活動ができる民間施設が充実していること

文化・芸術活動を行っている市民や団体が積極的にその成
果を発表すること

高齢者や障害者が文化・芸術活動に親しみ・参加すること

その他

無回答

(%)

全　体(n=467)

 

○文化・芸術の振興のために重要なことについて、「多くの市民が文化・芸術活動に親しみ・

参加すること」が57.6％と最も多く、次いで「子どもたちが文化・芸術活動に親しみ・参

加すること」が55.2％、「文化・芸術活動ができる公共施設が充実していること」が35.8％、

「文化・芸術に関する情報が容易に入手できること」が35.1％などと続いています。 
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問18 文化・芸術の振興のために、行政（岸和田市）は、どのようなことをすべきだと思いま

すか。（〇は３つまで） 

41.8

15.0

14.6

13.3

9.4

9.4

8.1

7.9

6.2

6.0

5.6

5.1

4.9

0.9

3.0

1.9

1.9

42.5

34.3

21.4

16.7

6.6

14.5

10.1

16.4

15.1

7.5

12.3

8.5

7.9

3.1

10.7

8.5

6.6

5.3

1.3

1.3

2.8

16.1

14.8

21.8

27.4

14.6

0 20 40

子どもたちが文化・芸術に触れる機会を充実すること

良質な文化・芸術の公演・展覧会を実施すること

文化・芸術に関する情報を積極的に収集し、広く市民に知

らせること

福祉・教育・まちづくりなど、さまざまな政策における文化・芸

術活動を促進すること

文化・芸術に係る市の予算を確保すること

市民や団体が行う文化・芸術活動への資金面の支援を行

うこと

文化・芸術に対する理解を深めるため、参加体験型事業な

どを行うこと

文化・芸術活動のため、公共施設の有効活用を図ること

文化財等の歴史遺産や伝統行事みを観光に活かすこと

専門的な指導者を招へいし、文化・芸術のレベルアップを図

ること

文化・芸術活動への市民の参加と交流の促進を図ること

文化・芸術活動の発表の機会を提供すること

市民の意見や要望のための窓口を設置すること

芸術家や市民団体、大学等の研究機関と協力すること

高齢者・障害者が文化・芸術に触れる機会を充実すること

文化・芸術活動を支えるボランティアを育成すること

国内外の他都市との文化・芸術交流を充実させること

市民と行政とが意見交換を行う場を設定すること

文化・芸術に貢献した市民や団体をたたえる顕彰制度を充

実させること

その他

わからない

無回答

(%)

全　体(n=467)

前回調査(n=318)

 

○文化・芸術の振興のために行政がすべきことについて、「子どもたちが文化・芸術に触れ

る機会を充実すること」が41.8％と最も多く、次いで「良質な文化・芸術の公演・展覧会

を実施すること」が27.4％などと続いています。 

○前回調査と比較すると、「文化・芸術に係る市の予算を確保すること」が増加し、「高齢者・

障害者が文化・芸術に触れる機会を充実すること」が減少する結果となっています。 
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問19 文化・芸術の振興のために、市民は、どのようなことをすべきだと思いますか。（〇は３

つまで） 

54.8

17.6

14.1

7.3

5.1

3.9

1.9

5.6

2.4

60.7

33.3

20.8

23.6

15.1

18.2

9.4

13.5

12.9

9.4

3.1

4.7

1.6

21.4

14.8

22.5

34.0

10.1

0 20 40 60

子どもたちに文化・芸術の楽しさや大切さを教えること

文化・芸術の鑑賞を行うこと

文化財や伝統芸能の継承活動を行うこと

文化・芸術に関する情報を紹介・提供すること

文化・芸術の創造活動に取り組むこと

文化・芸術に関する催しを企画すること

市に対して意見や要望を出すこと

文化・芸術の催しにボランティアで参加すること

文化・芸術活動の教室等を開くこと

文化・芸術の成果を発表すること

文化振興を目的とした資金提供や募金に取り組むこと

その他

わからない

無回答

(%)

全　体(n=467)

前回調査(n=318)

 

○文化・芸術の振興のために市民がすべきことについて、「子どもたちに文化・芸術の楽し

さや大切さを教えること」が54.8％と最も多く、次いで「文化・芸術の鑑賞を行うこと」

が34.0％などと続いています。 
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１ アンケート調査の概要 

① 調査目的 

平成27(2015)年９月に策定した「文化 花 咲かそう推進プラン-岸和田市文化振興計画

-」が終期を迎えるにあたり、市内で活動を展開している文化団体の状況と意向を把握し、

次期計画の策定に活かしていくために実施しました。 

 

② 実施方法 

岸和田市内で活動を展開している文化団体から190団体を抽出し、調査票を配布、郵送に

て回収。 

令和４(2022)年８月１日～８月31日を調査期間とし、10月14日回収分をもって締め切り。 

 

③ 回収状況 

調査対象 配布数 回答数 回答率 

市内の文化団体 190 122 64.2％ 

 

 

 

岸和田市の文化団体における芸術分野 

の取組みに関するアンケート調査 集計結果 
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２ 集計結果 

問１ 団体の活動分野について、次の中からお選びください。（〇はいくつでも） 

27.0

9.0

7.4

4.9

4.1

4.1

3.3

3.3

3.3

2.5

2.5

2.5

2.5

1.6

1.6

0.0

4.9

3.3

13.9

9.0

15.6

22.1

6.6

0 20 40

合唱

生活文化

クラシック音楽

美術

工芸

洋舞

その他の音楽

文芸

邦舞

演劇・ミュージカル

伝統芸能

吹奏楽

邦楽

写真

メディア芸術

地域の伝統芸能

文化財

講演会・講座

人形劇

演芸

映画

その他

無回答

(%)

全　体(n=122)

 

○団体の活動分野について、「合唱」が27.0％と最も多く、次いで「生活文化」が22.1％、「ク

ラシック音楽」が15.6％、「美術」が13.9％などと続いています。 
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問２ 団体の構成人数についてお聞かせください。（〇はひとつだけ） 

33.6 45.9 7.4 4.9 5.7 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=122)

1～10人 11～30人 31～50人 51～99人 100人以上 無回答
 

○構成人数は「11～30人」が45.9％と最も多く、次いで「1～10人」が33.6％となっていま

す。 

 

 

問３ 年間の活動資金についてお聞かせください。（〇はひとつだけ） 

78.7 6.6 8.2 5.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=122)

1～50万円 51～99万円 100～499万円 500万円以上 無回答
 

○年間の活動資金については「1～50万円」が78.7％を占めています。 
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問４ 日常の練習や創作など、活動場所として主に利用している施設をお聞かせください。（〇

はいくつでも） 

42.6

9.8

5.7

0.8

51.8

25.0

18.8

2.7

17.0

2.7

5.4

9.8

9.8

7.4

17.2

28.7

11.5

0 20 40 60 80

各公民館

マドカホール

各市民センター

自泉会館

その他公共施設

浪切ホール

民間施設・場所

その他

無回答

(%)

全　体(n=122)

前回調査(n=112)

 

○主に利用している施設について、「各公民館」が42.6％と最も多く、次いで「マドカホー

ル」が28.7％、「各市民センター」が17.2％などと続いています。 

○前回調査と比較すると、「各公民館」や「その他公共施設」が減少し、「マドカホール」が

増加する結果となっています。 

 

 

問５ 活動場所として施設を利用している回数についてお聞かせください。（〇はひとつだけ） 

12.3 32.8 14.8 4.1 2.5

1.6

32.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=122)

週２回以上 週１回程度 月１回程度 半年に１回程度

年に１回程度 その他 無回答
 

○施設の利用回数について、「週１回程度」が32.8％と最も多く、次いで「その他」が32.0％

となっています。 
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問６ 団体の活動成果を市民等に発表する機会はありますか。（〇はひとつだけ） 

91.0 7.4 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=122)

ある ない 無回答
 

○活動成果の発表機会について、「ある」が91.0％を占めています。 

 

 

問６-1 団体の活動成果を市民等に発表する機会は、年に何回ありますか。（〇はひとつだけ） 

78.4 12.6 2.7 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=111)

１～２回程度 ３～５回程度 ６～10回程度 その他 無回答

 

○創造活動を行っている施設について、「１～２回程度」が78.4％と最も多く、次いで「３

～５回程度」が12.6％となっています。 

 

 

問６-2 団体の活動成果を発表する場所として、主に利用している施設・場所またはその他の機

会をお聞かせください。（〇はいくつでも） 

49.5

12.6

2.7

2.7

15.3

4.5

24.3

31.5

7.2

0 20 40 60 80

マドカホール

各公民館

自泉会館

浪切ホール

各市民センター

その他公共施設

民間施設・場所

その他

無回答

(%)

全　体(n=111)

 

○活動成果を発表する場所について、「マドカホール」が49.5％と最も多く、次いで「各公

民館」が31.5％、「自泉会館」が24.3％などとなっています。 
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問７ 公共施設の文化施設（マドカホールと浪切ホール）を統合した方がいいと思いますか。（〇

はひとつだけ） 

11.5 77.9 10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=122)

統合に賛成 統合に反対 無回答
 

○文化施設の統合について、「統合に反対」が77.9％を占めています。 

 

 

問８ （問６で「ない」と回答した団体）団体の活動成果を市民等に発表する機会の必要性があ

ると考えますか。（〇はひとつだけ） 

33.3 55.6 11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=9)

ある ない 無回答
 

○発表する機会の必要性について、「ない」が55.6％を占めています。 

 

 

問９ コロナで活動にどのような影響や変化がありましたか。（〇は３つまで） 

56.6

9.8

11.5

15.6

5.7

16.4

48.4

6.6

0 20 40 60 80

活動の縮小

活動自体中止

活動場所の確保が困難

成果を発表する場の確保が困難

人材育成が困難

オンラインを活用して活動

その他

無回答

(%)

全　体(n=122)

 

○コロナによる活動への影響について、「活動の縮小」が56.6％と最も多く、次いで「活動

自体中止」が48.4％などとなっています。 
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問10 団体の活動を行っていくにあたり、どのような課題をお持ちですか。（〇は３つまで） 

68.0

18.0

13.9

6.6

2.5

6.6

69.6

25.9

39.3

17.9

17.9

18.8

18.8

3.6

1.8

18.9

15.6

19.7

31.1

7.4

0 20 40 60 80

会員の確保・拡大

高齢化に伴う後継者不足

活動内容のレベル向上

活動資金の調達

次代を担う人材育成

活動場所の確保

コロナ等の感染対策で活動できない

活動の成果を発表する場所の確保

組織体制の強化

その他

無回答

(%)

全　体(n=122)

前回調査(n=112)

 

○活動を行っていくうえでの課題について、「会員の確保・拡大」が68.0％と最も多く、次

いで「高齢化に伴う後継者不足」が31.1％、「活動内容のレベル向上」が19.7％などと続

いています。 

○前回調査と比較すると、「活動内容のレベル向上」や「活動の成果を発表する場所の確保」

が減少し、「高齢化に伴う後継者不足」が増加する結果となっています。 
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問11 団体の活動を行っていくにあたり、市が行うものとして何が大切だとお考えでしょうか。

（〇は３つまで） 

49.2

23.8

12.3

4.9

3.3

5.7

0.8

51.8

38.4

31.3

27.7

22.3

16.1

8.9

8.9

5.4

1.8

2.7

24.6

18.0

34.4

44.3

12.3

0 20 40 60 80

文化施設の整備・充実

資金的援助による文化芸術活動の支援

市民の文化意識の高揚

高齢者、障害者が参加できる環境整備

文化芸術活動に関する情報の提供

文化振興の計画や方針の策定

歴史的文化財及び伝統芸能の保存と活用

質の高い文化芸術活動家・団体の招聘

文化芸術にかかる国際交流の促進

顕彰制度の整備・充実

その他

無回答

(%)

全　体(n=122)

前回調査(n=112)

 

○団体活動を行っていくうえで市が行うべきものについて、「文化施設の整備・充実」が

49.2％と最も多く、次いで「資金的援助による文化芸術活動の支援」が44.3％、「市民の

文化意識の高揚」が34.4％などと続いています。 

○前回調査と比較すると、「資金的援助による文化芸術活動の支援」などが増加する結果と

なっています。 
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問12 団体の活動を行っていくにあたり、団体自らが行うものとして何が大切だとお考えでし

ょうか。（〇は３つまで） 

60.7

8.2

2.5

2.5

50.9

41.1

33.0

23.2

6.3

7.1

4.5

3.6

22.1

5.7

43.4

50.0

7.4

0 20 40 60 80

後継者の発掘・育成

文化活動に関する情報の発信（活動内容のＰＲ等）

観覧･鑑賞の機会の提供

他の文化団体との連携

質の高い文化活動家・団体の招聘

企業等に対する文化活動への支援要請

文化芸術にかかる国際交流の実践

その他

無回答

(%)

全　体(n=122)

前回調査(n=112)

 

○団体活動を行っていくうえで団体自らが行うべきものについて、「後継者の発掘・育成」

が60.7％と最も多く、次いで「文化活動に関する情報の発信（活動内容のＰＲ等）」が50.0％、

「観覧･鑑賞の機会の提供」が43.4％などと続いています。 

○前回調査と比較すると、上位３つの項目すべてにおいて増加する結果となっています。 

 

 

 

 


